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研究成果の概要（和文）：ウコンに含まれるクルクミンは抗がん作用を有することが多くの基礎研究で証明されており
、副作用の少ない抗がん薬としてがん治療への応用が期待されている。吸収効率が悪く、経口から摂取しても十分な血
中濃度が得られないという点が臨床応用に際して一番の問題であった。我々は吸収効率が向上した細粒化クルクミンに
着目、その安全性について確認し、現在その治療効果を臨床試験で検討中である。これまでに細粒化クルクミン服用投
与によりがん患者さんの生活の質が改善したり、がんの抑制に関係するとされているマイクロRNAの量が上昇するとい
う興味深い結果も観察している。今後さらに症例を積み重ねてその結果の検証を目指している。

研究成果の概要（英文）：Many preclinical studies have demonstrated the anti-cancer effect of curcumin and 
curcumin could be a promising anti-cancer drug with minimal side effects. On the other hand, poor 
bioavailability has been a major challenge in developing curcumin as an anti-cancer drug. To overcome 
this problem, a highly bioavailable curcumin has been developed. First, we tested the safety of this new 
form of curcumin in cancer patients and verified its improved bioavailability as well as its safety. 
Then, we proceeded to a randomized placebo-controlled clinical trial to demonstrate its efficacy. To 
date, we have observed the improvement of quality of life or increase of miRNA involved in tumor 
suppression after curcumin administration. We are now trying to verify these findings in a larger cohort 
and our final goal is to introduce curcumin into daily clinical practice to treat patients with cancer.

研究分野：臨床薬理学

キーワード： クルクミン　がん　マイクロRNA　QOL
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様 式

１．研究開始当初の背景

ウコンに含まれる
活性化している
転写因子を抑制し抗腫瘍効果を示すことが
これまで
ている。申請者もクルクミンが胃癌細胞にお
いて
ーシスを誘導することを報告している
（Gastroenterology, 
用いられているビンクリスチン、イリノテカ
ン、パクリタキセルなども元々は植物中に存
在する成分から開発された抗がん薬である
ことから、クルクミンもその臨床応用が期待
されている
初めてとなるがん患者に対するクルクミン
の第
000001386
た (Cancer Chemo Pharmacol, 2011)
のクルクミンは臨床応用に際しバイオアベ
イラビリティが低いという問題を抱えてい
たが細粒化の技術を用い
ベイラビリティが向上した細粒化クルクミ
ンが開発された。申請者らはこの細粒化クル
クミンを用いて健常人ボランティアを対象
に薬物動態試験を実施し（
000003488
が得られることを確認している
Chemo Pharmacol, 2012)
一方、マイクロ
程度からなる短鎖
遺伝子発現の制御を介してがんを含む様々
な病態に関与することが示されてい
研究ではクルクミンががん細胞の
発現に影響を及ぼすことも報告されている
が (Mol Cancer Ther 2008, Cancer Res 
2010)
のmiRNA
礎研究で明らかとなっているクルクミンの
標的分子である
化をヒト体内のがん組織を用いて観察する
ためにはクルクミン内服前後の組織検体が
必要となるため患者に対する侵襲も大きく
現実的には困難であるが、
で測定が可能であること
ミン投与
クルクミン治療のバイオマーカーとなりう
るため有望である。

２．研究の目的

本研究ではバイオアベイラビリティの向上
した細粒化
後における
クルクミンの
びにバイオマーカー探索
 

３．研究の方法

「膵癌、胆道癌症例に対する細粒化クルクミ
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